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飯田理論が熱力学の第二法則に違反することを証明 した私の論文 (物性研究 31(1978

)71)に対する飯田氏のコメントを拝見 しました∩ 私の証明の部分に対する批判にのみ

お答えしますoそれは一ヶ所のみで, dt/-- TdS2の関係式が誤 りだというものです∩2

その理由として飯田氏の論文の p.107とp.127を見よとありますnそこを見ますと再

び誤 りだという主張が書いてありますが,理由らしいものは見当りません｡あえて探す

なら, ｢ガスが膨張する時は熱エネルギーが仕事に変えられても熱力学の第二法則に違

反 しない｣という記述でしょう(熱エネルギーは内部エネルギーの誤 り,念のため )A

飯田さんはそれだから古典電子が磁束 を押出すこともありうると主張 したいのでしょう｡

しかしこれは類推であって証明ではありませんb類推だけでは科学は成立ちませんdガ

スの膨張が熱力学に違反 しないからといって dU2- TdS2が誤 りとはいえませんn

ここで情況をふり返ってみましょうo飯田さんはT.E.原理に基いて電子ガスのマイ

スナー効果を導かれましたへ しかLTE.原理は飯田氏の発明であってそれが正 しいと

いう保証は何 もなかった∩ マイスナー効果は熱平衡の問題ですから熱力学の原理が使え

ます∩ そこで熱力学に基いて私は飯田氏の結論が誤 りであることを証明しました｡ その

証明に対する批判として飯田氏は類推しか用いていないo従って結論は自づと明らかで

す∩

飯田氏に対するお答えは以上でお終いです｡次に一般読者に対して,飯田理論が如何

にばかげた結論に導くかの一例をお目にかけましょうb半径 aの円柱に密度 nの電子ガ

スがあり,これに外部からHの磁場が平行に加えられているとするnロンドン方程式に

よって円柱に流れる電流密度は

･-諾 e(-a'/i

となるnAは (,nc2/4花ne2)d2 であるD但しス≪aとした｡今 a- 1cm, n-1016

cm-3,H- 105 ガウスとしよう(l≪aは十分満されている)｡表面 (r- a)にお

-27-



近藤 淳

ける電流密度 を求め,それを neuに等 しいとおいて Vを求めると9×109cm/S｡｡とな

る∩ もしこの系が 4.2Kに保たれていると電子の熱運動の速度は～106cm/se｡となり,

このような高速電子がどうして存在しうるのか全く理解に苦 しむo
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